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世界のヴァナキュラー建築のデジタルマップ化 
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To design an environmentally low load architecture, it is necessary to understand traditional world 
vernacular architecture and climate. Construction methods and material of vernacular architecture have close 
relationship between local climate and natural features. The purpose of this research is to visualize the 
distribution of vernacular architecture and create a distribution map that can understand quantitative data such 
as meteorological data. This study clarified and visualized geographical distribution trends by information on 
vernacular architecture described in Encyclopedia of Vernacular Architecture of the World (EVAW) and world 
weather data built in WEADAC using Geographic Information System (GIS). To understand meteorological 
data of unobserved areas, observation point data was converted into continuous surface data by kriging method. 
Further based on references, classification of vernacular architecture by several definition was formulated. Each 
vernacular architecture is distributed in areas with similar climate as a result of overlay analysis. The 
distribution of each type of vernacular architecture was clarified on the map by latitude and longitude.  
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１． 序論 
日本をはじめ世界には、様々な国・地域でそれぞれの
気候・風土や風俗習慣・宗教・生活様式に適応した伝統
的建築である「ヴァナキュラー建築」が存在する。ヴァ
ナキュラー建築は人類が太古から現代にかけて住居範囲
を広げてきた歴史を語る上で、非常に重要な存在である。 
ヴァナキュラー建築は寒冷・蒸暑気候などの幾多の居
住が困難な環境に対して、生活の拠点として人類が適応
してきた叡智と言える存在である。環境工学の観点から
着目すると、自然の材料やエネルギーを積極的に利用す
ることで屋内環境の快適性を向上させている。地球環境
保全が必要とされるこれからの時代の建築にとっては、
ヴァナキュラー建築がもつ環境低負荷な手法や特徴は、
環境負荷削減のための新たな環境調整手法にも結びつく
可能性を有する。既往研究では、 出口ら[1]~[7]がアジア
をはじめ様々な国に現存するヴァナキュラー建築を、現
地に赴き実測、更には数値流体解析（CFD:Computational 
Fluid Dynamics）ソフトウェアを用いて温熱環境の解析を
行い、ヴァナキュラー建築が有するパッシブ（環境低負
荷）技術が持つ有用性を定量的に示してきた。しかしな 
 
 
がら、ヴァナキュラー建築の実測・解析には非常に時間
と費用がかかるため、世界中に存在するあらゆるヴァナ
キュラー建築に対して行うのは困難である。加えて世界
各国のすべての建築を 1 つ 1 つ調査することは困難であ
る。かつて木村[8]は、民家の形と気候との関係を可視化
する為、フロリダ大学のアーサー・バウエンが作成した
4 地域分類に寒冷地域 2 地域を追加した世界の建築気候
図を、地理の教科書に記載された植生分布・気候分布等
を参考にして 1984 年に発表している（図 1）。しかし、
この建築気候図はヴァナキュラー建築が分布する範囲の
明確な境界基準が定められていない。これを踏まえ本研
究では、地理情報システム（GIS:Geographic Information 
System）ソフトウェアを使用することで代表的なヴァナ
キュラー建築の情報や定量的な気象データ、樹木被覆率
データをデジタルマップとして表示し、世界各地におけ
る各々の建築構法、建築材料、パッシブ技術分布の可視
化を行った。更には、パッシブ要素と気象データ間の分
析を行うことで、ヴァナキュラー建築の形態・要素と気
候の関係性を定量的に示し、可視化する事を目的とした。 
２． 研究方法 
（１）ヴァナキュラー建築のデータ整備 
本研究では各地に存在するヴァナキュラー建築につい
て記載された資料[10]~[14]を中心に文献調査を行った。
各地域に存在するヴァナキュラー建築について調査し、
計 1,436 地点（図 2）のヴァナキュラー建築の壁や屋根な
ど各々の部位、更には建築を構成する材料などの諸デー
タのデータベースを作成した。住居の分類については、
何を基準にするかによって様々な分類が可能である。本
研究で採用した分類方法を表 1 に示す。建築材料の分類
においては、骨組・屋根・壁・床材料それぞれで A（動
物材料）・B（草木材料）・C（木材料）・D（土、粘土、
石、岩材料）の 4 種類を定義(表 1)し、分類を行った。さ
らに汎用地図サイトにて個々のヴァナキュラー建築が存
在する地点の緯度経度情報を調査し入力を行った。整備
を行ったデータは、地理情報システムを用いてデジタル
マップ上にプロットした。 
（２）気象データの整理 
気象データは、専用ソフトウェア[15]から計 3,720 地点
（図 3）の整備したデータを、気象庁ホームページ[16]か
ら計 2,765 地点の降水量データを地理情報システムに取
り込み、緯度経度情報をもとに点データとして整備を行
った。存在する観測データは、海岸線データを外枠とし
て連続面データにすることで、観測情報のない地域に関
する情報補間を行っている。本研究ではその中で気温、
絶対湿度、風速、風向、全天日射量、月降水量平年値、
ケッペンの気候区分[17]、樹木被覆率[18]を連続面データ
として整備した。 
（３）連続面補間した気象データのポリゴン化 
クリギング法を用いて連続面補間した気象データは、
ヴァナキュラー建築の分布する地点における気象データ
を明確にするため、気象データを各地域の市区町村区域
によって分割された地域ポリゴンに結合させた。 
（４）ヴァナキュラー建築・気象データ間の分析 
本研究ではヴァナキュラー建築と気象データ間の関係
性をより定量的に示す為、パッシブ要素の気象データご
との建築分布傾向を明らかにした。 
 
３． 研究結果 
（１）高床住居の分布範囲・気象条件 
 図 8 に着目すると、高床住居は、東端はキリバス共
和国のクリスマス島、西端はバングラデシュ西部、南端
はオーストラリアのクイーンズランド州のファーノース、
北端は中華人民共和国広西チワン族自治区の桂林市に分
布し、年平均気温は 14~27[℃]（図 13）、月降水量平年
値は 80[mm]以上（図 14）、全天日射量は 17~28[mJ/m2]
（図 15）の地域に分布していることが分かった。 
高床住居と降水量の関係性を見る（図 4）と、月降水
量平年値が増加するほど高床住居の分布数が増加してい
ることが分かる。降水量が最も少ない地域においても
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図 1 建築気候図 8) 9) 
 
図 3 標準年気象データ観測地点(3,720 地点) 
 
 
図 2 ヴァナキュラー建築プロット地点(1,436 地点) 
表 1 ヴァナキュラー建築の分類の定義 
構法による分類 特徴 
A（天幕構造） 主に屋根と一体型の架構形式をとった構造 
B（軸組構造） 線材（梁柱材）を組み合わせて住居の枠組を作る構造 
C（組積構造） 材料を横に積み重ねて壁面を作る構造 
D（洞窟構造） 地面や岩石などの洞窟内部の洞穴による構造 
形状による分類 特徴 
A（洞窟） 地面や岩石などの洞窟内部の洞穴を利用した住居 
B（天幕） 複数枚の布を、柱を用いて支えた住居 
C（高床） 地面と住居の床面が高く離れた住居 
D（井籠（せいろう）） 井籠組壁式（ログハウス）あるいは校倉式住居 
E（組石） 石や日干し煉瓦、煉瓦などを積み造られた住居 
F（軸組） 木材の柱梁材によって構成され、壁材が埋められた住居 
床による分類 特徴 
A（地床） 地面と床面が一体になった、多くの住居で見られる型 
B（高床） 地面と住居の床面が高く離れた型 
C（水上） 水面の上に浮かんだ型（船や島など） 
屋根による分類 特徴 
A（勾配屋根） 切妻、寄棟、入母屋、方形、円錐など勾配の有る屋根 
B（ドーム屋根） ドーム、ヴォールトの構造をもった屋根 
C（陸屋根） 水平状になっている屋根 
D（洞窟屋根） 天井が洞窟の内部になっている屋根 
建築材料による分類 特徴 
A（動物材料） 骨、糞、毛、皮、貝などの材料 
B（草木材料） 草、竹、ヤシ、アシなどの材料 
C（木材料） 角材、樹皮、根など樹木から採られる材料 
D（土･粘土･石･岩材） 日干し煉瓦、焼成煉瓦、岩石などの材料 
 
70[mm]以上であり、100[mm]以上の地域で高床住居全体
の 91.3[%]を占める。高床住居は高温多湿な気候条件下に
おいても快適に過ごす為の知恵であり、更には水害によ
る被害を受けにくくするための工夫であると考えられる。 
（２）天幕住居の分布範囲・気象条件 
図 6 に着目すると、天幕住居は、東端はロシア共和国
のカムチャッカ地方、西端はアメリカ合衆国のアラスカ
州、南端はアフリカのサハラ砂漠南部、北端はロシア共
和国のクラスノヤルスク地方に分布し、サハラ砂漠が広
がる低緯度高圧帯の地域に集中して分布していることが
分かった。年平均気温は-10[℃]以下の地域から 23[℃]以
上（図 13）と非常に範囲が広い結果となった。 
 天幕住居と降水量のデータを比較（図 5）すると、月
降水量平年値が 70[mm]以下の地域の分布が 85.7[%]を占
め、120[mm]以下の地域に全てが分布することが分かっ
た。天幕住居は遊牧民族や狩猟民族が季節に合わせて目
的の地に移動しながら住む住居であることから、降水量
が非常に少なくなる地域に多いことがこのデータから読
み取れる。 
 
４． 結論と今後の展望 
本研究では、気候と世界のヴァナキュラー建築の分布
に関する関係を把握することを目的とした。文献調査に
よる建築物の構法や形状、建築材料に関する情報と標準
年気象データを用いて、以下の成果を得た。 
1） 世界各地の標準年気象データを、地理情報システム
を用いて点データ、更には連続面データに変換する
ことにより、デジタルマップ上に可視化した。 
2） 世界各地のヴァナキュラー建築について、建築物の
構成要素に基づく分類を行うことで、各地域の気候
との関係性について把握することを可能とした。 
3） 地域ポリゴンを用いる事によりヴァナキュラー建
築の分布範囲を定量化し、更には気象データごとの
建築分布数と併せた考察により、各建築が存在する
地域の気象特性を明確にした。 
今後の展望として、プロットしたヴァナキュラー建築
のデータと気象データ、樹木被覆率データに関しての
各々の要素間の関連性を更に調査する。世界各地の気候
に最適な建築構法、建築材料、パッシブ技術の提案を可
能とするため、データの追加収集など更なる研究の発展
を図る予定である。 
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図4 降水量ごとの高床住居数(n=161) 
図5 降水量ごとの天幕住居数(n=147) 
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 C:陸屋根A:勾配屋根 D:洞窟屋根B:ドーム屋根
A+C A+D B+C
図 7 屋根形式による分類の分布図 
A:動物 B:草 B+C:草+木 B+D草+土・石
C:木 C+D:木+土・石 D:土・石 E:氷・雪
図 11 床材料による分類の分布図 
A:動物 B:草 B+C:草+木 B+D草+土・石
C:木 C+D:木+土・石 D:土・石 E:氷・雪
図12 外壁材料による分類の分布図 
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図 13 年平均気温の連続面補間図 
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図 14 月降水量平年値の連続面補間図 
図 15 日計全天日射量の連続面補間図 
16.4 - 17.0[MJ/m2]
17.0 - 18.0[MJ/m2]
18.0 - 20.0[MJ/m2]
20.0 - 21.0[MJ/m2]
21.0 - 22.0[MJ/m2]
22.0 - 23.0[MJ/m2]
23.0 - 25.0[MJ/m2]
25.0 - 27.0[MJ/m2]
27.0 - 28.0[MJ/m2]
28.0 - 30.0[MJ/m2]
全天日射量
[MJ/m2]
C:組積住居A:天幕住居 D:洞窟住居B:軸組住居
図 6 構法による分類の分布図 
B:高床A:地床 C:水上
図 8 床による分類の分布図 
A:動物 A+B:動物+草 B:草 B+D:草+土・石
C:木 D:土・石 E:氷・雪
図 10 屋根材料による分類の分布図 
A:洞窟住居 B:天幕住居 C:高床住居 D:井籠組壁住居
E:組石住居 F:軸組住居
図 9 形状による分類の分布図 
